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“Rectification of Names” and “The Soul of the Word”: Some 
Thoughts on the Origins of Different Communication Patterns in 






Communication patterns in China and Japan are strikingly different, and this paper holds that the 
origins of this difference can be found in two key words of two texts that are of supreme 
importance for Chinese and Japanese culture: “Rectification of Names” (zhengming) in the 
Analects of Confucius, and “the Soul of the Word” (kotodama) in Manyōshū, the earliest collection 
of Japanese poetry from before the end of the 8th century.  
The paper evaluates the importance (or non-importance) of “the word” in the basic 
religious-philosophical systems of Shamanism, Confucianism, and Buddhism and examines some 
concrete aspects of language and communication, such as “space”, “man”, and “self”, and the 
importance of poetry, grammar, rhetoric, and state examinations in the development of patterns of 
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語では wu, 日本語では fu）は 3 つの口と雨をあらわす。シャーマニズムの魔術師はまじ
ないを唱えて、雨を降らせる。本論で示したいのはこのことである。現代にもシャーマニ











































（NAUMANN, Einheimische Religion, Teil 1, p. 86 および p. 132）を理解することは困難であ
ろう。  
言霊の考えかたを示した詩をここでいくつか紹介してみたい。以下は 590 番 3)の歌であ
る。 
 
あらたまの 年の経ぬれば 今しはと 












言霊の 八十のチマタちまたに 夕占問ふ 
占まさに告る 妹は相寄らむ  
 
ここでも言霊という言葉は明らかに、占いの儀式の中での言葉の持つ魔力を意味してい
る。次の 894 番の歌にもあるように、他の歌にもそれは見られる。 
 
「天平 5 年(733 年)に遣唐使として送られた多治比広成の出発時に安全を願って」 
 
神代より 言い伝て来らく そらみつ 大和の国は  
皇神の 厳しき国 言霊の 幸はふ国と 語り継ぎ  
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言ひ継がひけり 今の世の 人もことごと 目の前に  
見たり知りたり 
 
以下は 3253 番である。 
 
葦原の 瑞穂の国は 神ながら 言挙げせぬ国 
しかれども 言挙げぞ我がする 言幸く ま幸くませと 
障みなく 幸くいまさば 荒磯波 ありても見むと 百重波 
千重波しきに 言挙げす我れは 言挙げす我は 
  反歌  





































なものが多いのである”（ROY ANDREW MILLER を NAUMANN が引用, Einheimische 
Religion, p. 126）。 
 
「言挙」は避ける。『万葉集』の中にある「葦原の 瑞穂の国は 神ながら 言挙げせ
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「シャーマンの言葉」である。 今日でも、wumie 「誣蔑」, wuhai 「誣害」, そして wuxian 
「誣陷」というような熟語は、「人を中傷する、人に災いをもたらす、評判をそこねる」
などということを意味する。古代文字では「中傷する」という意味を持つ「誣」 と、「シ






















同様、道や聖人の定義もしないが、両者について書いてある（同書, p. 10）。 
西暦 220 年の漢王朝の崩壊とともに、国家と文化的組織も全て崩れ、素晴らしい哲学者




人々の行動規範を強化するための道具として使った（同書, p. 198）。 
「言葉」は中国の他の二つの偉大な伝統である、道教や仏教の信者にとって何を意味す
るのか？荘子はおそらく道教の同名の書の著者の一人であるが、道教の創始者とされてい
る。（彼の時代には道教 “Daoist school” は存在していなかったが）彼は言葉や、思想によ
って世界を理解する人間の能力には懐疑的である（Zhuangzi, chapters 2, p. 215; 3, p. 222; 4, p. 
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ぐのである（HUME, p. 85）。 















































っても驚かざるをえないことである（MIN CHEN, p. 259）。 
このコミュニケーションパターンは何世紀にもわたって認識されてきた。それは能や日




 human being や man をあらわす日本語は「人間」であり、文字どおりの意味は「人」と
「その間の空間」であり、それには二つの意味がある。一つめは「人の住む世界」という
意味で、二つめは「あるがままの世界に住む人– la condition humaine」というものだ（日本
国語大辞典, 第 10 巻, p. 559）。 
 最初の意味は韓非子（HAN FEIZI）という（仏教以前の）中国人哲学者によって使われ
















常 man とか human being のように似たような意味を持つものとして翻訳される。しかし和
辻にとって「人」という言葉はヨーロッパでいうと anthropos, homo, homme, man, Mensch に
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入っている。しかしながら self を表す中国語の言葉は大変異なっている。ziji 「自己」と
いう言葉をとってみると、Ji は oneself, one’s own, personal を意味し、それは public を表す
gong 「公」の対語である。日本語では jiko 「自己」がついた熟語には否定的な意味を持
つものがよくある。たとえば 「自己中心」などがそうである。 おそらく中国人が「分」
がつく熟語を、歴史上集産主義的な時期であった文化革命期に、特別に否定的な意味で使
ったのは偶然ではないであろう。zhishi fenzi「知识分子」とは文字通りには knowledge 




文字通り訳すと「自分」と言うのは the own part である。この ‘own part’は不変ではなく、
変動的なものであり、状況によって変わる。「自分」とは「私」と「他人」の間にある。
それは共通する全体から私に属する部分である。日本語には独立的な意味を表す英語の I 
とか you にあたる言葉はない。両方ともその状況においての I と you の現実的で具体的
な関係によって定義されなければいけない。日本語の主語は単独的なものではなく相互的
























日本人の selflessness「無私」は次の 2 つのキーとなる文字に表れている。それは harmony
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番重要である muga（無我）なのである。しかし、その muga（無我）は中国の ga（我）を
打ち消さなかった。 
Si（日本語では私 watashi, 中国語では si）が老子や孟子や孔子の『論語』の中で意味す
るところは「個人的、わがまま、秘密、不義」などであり、現代の中国語にもその意味が
残っている。（大漢和辞典, 第 8 巻, p. 8863）この文字は「穀類」を意味する辺を左に持ち、






「私」は 17 世紀以降 I を表す人称代名詞として、最初は女性によって使われ始めた（日本


























年ぐらいの時に編纂された。ウォルフガング・クビン（Kubin,Wolfgang, Geschichte der 


























ない」（NG 引用, p. 151）。 
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した（DONALD RICHIE 引用, Japan Times, 25.12.2006）。主語を使わずに書かれているが、読
みやすさを褒め称えている。LEON ZOLBROD はこの物語の不明瞭さを 1974 年に一人称を使





り、「僕小説」なるものも出てきた。それは必ずしもヨーロッパ式の Ich-Roman や roman 
personel（TOYAMA, pp. 11–15）に近いものではない。「僕」は今でも基本的には階級的な
枠組みの中にある言葉である。それは話し手がどんなに平等であろうとしてもそういう位
置づけになる（LEBRA, pp. 70–72）。 
個人を、それを取り巻く世界と結びつける文法上の言葉は助詞の「は」である。「は」
は subject marker（主語標識）だと理解されている。しかし近年になって文法学者や教師た
ちはそれを topic marker（主題標識）またはカンマのような機能を持つ marker（標識）とし
て説明している。たとえば「この本は面白いです」にある「は」は次の英文、‘This book(, it) 
is interesting’の中にあるようなカンマの役割を果たしていると言うのである（KANAYA, pp. 
99–137）。‘I have no time,’という文は「私は時間を持たない。」というふうには翻訳され
ない。そのかわり、日本人の話者は自分を主語にはせずに、「ちょっと時間はない。」
- 24 -
高等教育推 ター 「 ベラル 」



































































した（DONALD RICHIE 引用, Japan Times, 25.12.2006）。主語を使わずに書かれているが、読
みやすさを褒め称えている。LEON ZOLBROD はこの物語の不明瞭さを 1974 年に一人称を使





り、「僕小説」なるものも出てきた。それは必ずしもヨーロッパ式の Ich-Roman や roman 
personel（TOYAMA, pp. 11–15）に近いものではない。「僕」は今でも基本的には階級的な
枠組みの中にある言葉である。それは話し手がどんなに平等であろうとしてもそういう位
置づけになる（LEBRA, pp. 70–72）。 
個人を、それを取り巻く世界と結びつける文法上の言葉は助詞の「は」である。「は」
は subject marker（主語標識）だと理解されている。しかし近年になって文法学者や教師た
ちはそれを topic marker（主題標識）またはカンマのような機能を持つ marker（標識）とし
て説明している。たとえば「この本は面白いです」にある「は」は次の英文、‘This book(, it) 
is interesting’の中にあるようなカンマの役割を果たしていると言うのである（KANAYA, pp. 
99–137）。‘I have no time,’という文は「私は時間を持たない。」というふうには翻訳され
ない。そのかわり、日本人の話者は自分を主語にはせずに、「ちょっと時間はない。」
- 25 -
高等教育推 ター 「 ベラル 」























このことは 2007 年の教科書論争によく表れていた。文部科学省が 2007 年の 5 月 30 日に





















三郎は 2008 年 3 月末に訴訟に勝った。大阪地方裁判所は軍人の申し立てを棄却し、軍の自
決命令があったことを認めた。 
  


































名な儒学者であるが、彼は tanshuo zhi shu 談說之術という言葉を作った。西洋の概念（ars 
bene dicendi）でいう議論に近いものである。 
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2. 友達を作るな。「敵対的」な友情を保て。（友は敵となるかもしれない）   
3.  討論するなかれ   
4. 自分を出すな   
5. ‘no’と言うな  
6. 自分を正当化するな  
7. 目立つな  
8. はっきり物を言うな  
9. 理由を聞くな  
10. 理由を説明するな  
11. 具体的に物を言うな  
12. 感情を表に出すな  
13. 個性を出すな  
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手をたてる」ということをする。日本人の「相手をたてる」やり方と、中国人の gei mianzi 






































えない。実際胡適（ZHANG, p. 58）のような中国の学者や、ARTHUR WALEY （HALL, p. 271）
や HERRLEE G. CREEL （CREEL, pp. 116–18）のような西欧の中国研究者たちは、「正名」
はもともと儒教の概念にはなく、後から加えられたものなので、儒教の教義とは相容れな
いものだと主張している。こういったわけで、DOUGLAS MOORE KENRICK がちょうどバブル


















3）590 番と、2506 番の歌は日本学術振興会によって翻訳された 1000 の歌集の中には含まれていない。 
4）シャーマンをあらわす wu 「巫」は亀甲獣骨文字にもある。それは人が両手を伸ばし、祭事に使う道
具を持ちながら、恍惚とした状態で踊っていることを意味する。 






Analects, see Lunyu. 
BenDasan, Isaiah, Nihonjin to yudayajin 日本人とユダヤ人 [Japanese and Jews]. Tokyō: Yamamoto Shoten 
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えない。実際胡適（ZHANG, p. 58）のような中国の学者や、ARTHUR WALEY （HALL, p. 271）
や HERRLEE G. CREEL （CREEL, pp. 116–18）のような西欧の中国研究者たちは、「正名」
はもともと儒教の概念にはなく、後から加えられたものなので、儒教の教義とは相容れな
いものだと主張している。こういったわけで、DOUGLAS MOORE KENRICK がちょうどバブル
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일본인 한국어 학습자를 위한 한국어 발음 변화의 제규칙 
 




한국어는 구어에서 음운 변화가 활동적으로 일어난다. 음운 변화는 규칙적으로 
일어나고 있어 학습자(일본어를 모어로 하는 한국어 학습자. 이하 ‘학습자’로 약칭.) 
들에게 발음 규칙을 제정하여 교육하고 있는 것이 현실인데 본고에서는 표준발음으로 
인정치 않는 ㅎ음 약화와 중모음의 단모음화, 변자음화 현상까지 넣은 12개의 음운 
변화를 다루었다.  
특히 학습자들이 12개의 음운 변화를 빨리 이해하는 데에 주안을 두었는데 음운 
변화를 빨리 이해하면 할수록 그만큼 음운 변화에 대한 습득도 빨라진다고 판단했기 
때문이다. 음운 변화 이해를 도모하기 위해서 먼저 일본어에서 일어나는 유사한 음운 
현상을 찾아냈고, 이를 통해 한일어 간의 음운 변화를 비교할 수가 있는데, 학습자 
들은 한국어의 음운 변화를 논리적으로 수월하게 이해하게 되는 효과가 있으며 또한 
음운 변화의 습득도 이해도가 향상된 만큼 빨라지는 효과가 기대된다고 하겠다. 
 










8. ㄴ音の挿入   
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別寄稿文 ： 正名と言霊−中国と日本における異なるコミュ ョ る −
